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就
任
あ
い
さ
つ

特
定
非
営
利
活
動
法
人

Ｎ
Ｐ
Ｏ
金
沢
社
の
里

垂

電

鈴

坂

忠

和

今
年
度
、
理
事
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
鈴
坂
忠
和
で
す
。

会
員
及
び
地
域
の
皆
様
に
は
、
日
頃

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
金
沢
杜
の
里
」

の
事
業
活
動
に
ご
協
力

・
ご
理
解
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

当

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
金
沢
杜
の
里
」
は
、
平
成
１９
年
度
よ
り
事
業
活

動
を
開
始
し
、
今
年
度
で
１８
年
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
当
初
よ
り
、
金
沢
東
部
地
域
の

「花
と
緑
の
街
づ
く
り
」

。

「
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
事
業
活
動
を
行

っ
て
ま

い
り
ま
た
が
、
今
後
も
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
事
業
活

動
を
続
け
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
現
在

「
会
員
の
増
加
の
た
め
の
会
員
募
集
活
動
」

「
地
域
環
境
美
化
活
動
」
さ
ら
に

「
花

・
緑
化
推
進
活
動
」
等

を
推
進
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
会
員
及
び
地

域
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
あ

っ
て
の
活
動
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
今
後

一
層
の
ご
支
援

・
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
か
ら
、
昨
今

の

「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
規
制
も

緩
和
さ
れ
、
様
々
な
活
動
も
従
来
の
活
動
ぶ
り
に
戻
り

つ
つ
あ

り
ま
す
。

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
金
沢
社
の
里
」
の
事
業
活
動
も
、
会
員
及
び
地
域
の

皆
様
と
共
に
従
来
以
上
に
活
発
に
取
り
組
み
、
金
沢
東
部
地
域

の

「
美
し
い
自
然
環
境
の
保
全
」
や

「
住
み
良

い
街
づ
く
り
活

動

」
を

推
進

し

て
ま

い
り

た

い
と
考
え

て
お
り

ま
す

。

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
会
員
及
び
地
域
の
皆

様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
た
く
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



まちおこしイベント事業の一環として、9月

5日、若松せせらぎ公園と中瀬栃の木公園内に

あるヤマブキ、ケヤキなどの樹木32本にネーム

プレートを設置した。

子どもに自然に親しんでもらう狙いで、3年前

から設置しており、社の里児童グラブのフ人が

若松せせらぎ公園内での樹木の取付けに参加した。

う

「ゆめは野をこえ」は、金沢生まれの愛知県立大学名誉教授

の勝尾金弥先生(金沢市在住、元中学校教諭、日本でも著名

な児重文学者、かつおきんや作品集全18巻他著書多数)が、

江戸時代の牛坂村(現在の旭町)を舞台に、40戸ある牛坂村

の肝煎り(庄屋)を代々つとめる農家の兄妹4人の中のおツル

という娘が、11歳の年の出来事を用 としてまとめた主うのです。

なお、父は肝煎役として村をまとめ、数年前に隠居した祖父

は、田井村に住む十村(大庄屋)から時々特別なご用を言い

つかつたりしていることも記してあり、当時の様子を伺い知る

ことができます。

第1話は「お江戸みやげ」で、越中薬屋さんとハス田の花が

咲くころ再会して江戸のおみやげ「錦絵」をもらう話ですが、

春から夏にかけての農家の子ども達の朝の仕事が草刈りで

あり、細い流れやみぞで、ウナギやドジョウをとることでした。

とつた獲キ勿は街で売り収入を得ることで、牛坂

村の武士はウナギを、町民はドジョウのかば

焼きを食べていることも描写してあります。

また、おばあちゃんと椿原天満富、田井の天神

さま1日まいりの話や、氷室の話もあり、美味し

く氷室鰻頭を食べる話や江戸へ氷室の氷を

送ることも記してあります。

話の中心にある

再会した越中薬屋

さんは、昨年と別の

人で、江戸ア)｀ら土産

を持つて北国街道

を帰国中、難関の

親不知で波にさら

われ亡くなつてし

まつた。約束の人の

代わりに、おツルを訪ねお生産の「錦絵」を涙ながらに話し、手渡した時

のおツルの悲しみが手に取るように分かります。

なお、田上公民館で作成した紙芝居「ゆめ|よ野をこえ」は、この第1話

を、若松町の二人に日又り纏めていただき、綺麗な絵として紙芝居にした

もので、昔の物語をおツルを通して宍[lることができます。以降、第2話 |よ

ご先祖さま、3話・絵のけいこ、4話・カカシ、5話・渡り鳥、

6話。かたき討話、フ話・ホウソウと、当時の様子を一年

間の四季の移変わりの中で、おツルを通して描いて

あり、楽しく読み当時に思いを馳せ偲ぶことができ

ます。

(本は金沢市の図書館にあります。)関戸 正彦 記

令和 6年 7月～令和 6年 10月
身ゼ ゴ 装 ∵ 玉竜 頂

若松杜の里秋祭り(9/15)

第1回ホタル観察学習会 (フ/3) 第1回私有地除草 (フ/13)

巨
第2回私有地除草 (10/12)

もりの里緑地小公園除草 (毎月)
よ    ヽ

ベンチ塗替え (フ/2ア) 第2回ホタル観察学習会(9/10)

業

もりさとサマーホリデー (ア/20)

社の里まつり(10/14)

杜の里オーダムフェスタ (10/19)

支 援 事
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衛

の
声

［Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
配
４７
号
（Ｒ
６
・７
・１
）等
の
ご
意
見
・感
想
か
ら
］

☆
い
つ
も
乍
ら

「探
訪
シ
リ
ー
ズ
」
が
楽
し
み
で
す
。
消
え
て

「土
地
の
名
」
残
念
で
す
ね
。
時
勢
の

こ
と
と
は
言
え
、
簡
単
に
変
え
ら
れ
た
の
で
す
ね
。
そ
の
地
の
由
来
や
個
性
が
名
前
で
わ
か
る
の
に

誠
に
残
念
！

☆
社
の
里
ニ
ュ
ー
ス
７
月
号
を
見
て
。
金
沢
に
も
哲
学
の
道
が
あ
る
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
学

の
あ
る
町
に
ふ
さ
わ
し
く
て
い
い
で
す
ね
、
ま
た
旭
町
も
明
る
く
て
い
い
町
名
だ
と
思

っ
て
い
ま
し

た
が
、
元
は
牛
坂
だ

っ
た
と
は
面
白

い
で
す
ね
、
い
ろ
い
ろ
変
遷
が
あ
り
、
町
名
も
変
わ

っ
て
い
く

の
は
致
し
方
の
な
い
こ
と
で
す
が
、
元
の
名
前
を
記
憶
に
止
め
て
、
現
在
の
町
名
に
な

っ
た
こ
と
を

知

っ
て
お
く
こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
す
ま
す
愛
着
が
増
す
こ
と
で
し
ょ
う
。

☆
「情
報
公
開
」
に
つ
い
て
の
説
明
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
過
去
に
何
か
問
題
、
紛
争
が
あ

っ

た
の
か
と
思
い
ま
し
た
。
「わ
が
町

・
探
訪
シ
リ
ー
ズ
」
「郷
土
こ
ば
れ
話
」
な
ど
、
毎
回
お
も
し
ろ

く
拝
読
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

☆
『若
松

・
社
の
里
哲
学
の
道
』
が
あ
る
な
ん
て
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
金
沢
は
、
小
京
都
と
言
わ
れ

る
だ
け
あ

っ
て
ス
テ
キ
で
す
ね
―

大
切
に
守

っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
歴
史
研
究
家
の
皆
さ
ん
の

御
尽
力
の
お
陰
で
色
ん
な
事
が
分
か
る
様
に
な
り
、
有
難
い
で
す
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

☆
「牛
」
は
古
い
言
葉
の

「優
し
」
を
表
し
…
」
、
と
い
っ
た

「牛
」
が
付
く
地
名
に
つ
い
て
の
解
説
が

興
味
深
か

っ
た
で
す
。
生
活
す
る
人
達

へ
の
、
先
人
達
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
命
名
な

ん
で
す
ね
。

☆
わ
が
町

・
探
訪
シ
リ
ー
ズ
が
面
白
い
。
簡
単
に
地
名

・
集
落
名
を
変
え
る
こ
と
は
問
題
で
す
。
歴
史

を
消
し
去

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
金
沢
市
全
体
も
そ
う
で
す
。
反
省
す
べ
き
。

☆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
金
沢
杜
の
里
さ
ん
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。
兼
六
中
学
校
に
い
く
途
中
で
見
る
た
く
さ
ん
の

プ
ラ
ン
タ
ー
は
全
部
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
金
沢
杜
の
里
さ
ん
が
し
て
く
れ
た
と
知
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
町

を
き
れ
い
に
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
金
沢
社
の
里
の
み
な
さ
ん
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
街
を
花
で
美
し
く
し
て
い

た
だ
い
た
り
、
公
園
の
木
に
名
札
を

つ
け
て
く
だ
さ

っ
た
り
、
祭
り
を
支
援
し
て
く
だ
さ

つ
た
り
、

活
気
あ
る
地
域
づ
く
り
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
暑
い
の
で
か
ら
だ
に
気
を

つ
け
て

活
動
を
続
け
て
欲
し
い
で
す
。

☆
歩
道
脇
の
お
花
の
水
や
り
、
ご
苦
労
様
で
す
。
い
つ
も
綺
一麗
な
花
に
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

☆
牛
坂
村
の
牛
が

「優
し
」
を
表
し
、
マ
イ
ナ
ス
の
意
味
か
ら
旭
町
に
な

っ
た
よ
う
で
、
ナ
ル
ホ
ド
と

思
い
ま
し
た
。
た
だ
、
な
ぜ

「旭
」
に
し
た
理
由
も
説
明
し
て
ほ
し
か

っ
た
で
す
ね
。

☆
今
は
無
き

「姫
谷
■

ク郷
土
こ
ば
れ
話
ク
を
読
み
大
変
楽
し
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。　
一
件
落
着
で
村

人
達
の
笑
顔
が
想
像
で
き
ま
す
。
（読
ん
で
い
る
私
も
笑
顔
を
貰
い
ま
し
た
。
）

☆
百
年
ほ
ど
前
の
わ
が
町
辺
り
は
、
こ
ん
な
風
だ

っ
た
ん
だ
。
牛
や
馬
、
人
力
中
心
の
時
代
で
、
そ
れ

に
由
来
し
て
町
の
名
前
が
つ
き
、
な
る
ほ
ど
…
。と
。
納
得
し
つ
つ
探
訪
シ
リ
ー
ズ
を
興
味
深
く
読

み
ま
し
た
。
同
時
に
百
年
後
の
未
来
は
、　
一
体
ど
の
よ
う
な
街
に
変
貌
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
想
像

し
て
み
る
の
で
し
た
。

☆
栃
の
木
公
園
と
て
も
子
ど
も
達
に
人
気
の
あ
る
公
園
で
す
ね
。
地
元
の
方
が
熱
心
に
お
掃
除
し
て
い

ら
し
て
い
る
の
で
い
つ
も
キ
レ
イ
で
す
。
道
沿
い
の
カ
ラ
エ
コ
エ
が
美
し
く
咲
い
て
い
ま
す
。
お
水

や
り
な
ど
お
世
話
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
暑
い
の
で
お
体
お
気
を
つ
け
て
。

☆
７
月
号
、
楽
し
く
拝
読
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
も
４
月
に
パ
ン
ジ
ー
の
花
、
５
月
は
パ
ン
ジ
ー
を
べ

コ
ニ
ア
に
植
替
え
ら
れ
、
鈴
懸
坂
の
歩
道
脇
他
４
箇
所
に
４
０
０
基
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
１
２
０
０
本

の
ベ
コ
ニ
ア
の
花
、
街
を
花
で
美
し
く
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
方
々
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
姫
谷
の

郷
土
こ
は
れ
話
も
終
わ
り
と
か
、
次
の
シ
リ
ー
ズ
も
の
を
た
の
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
連
日
の
猛
暑

で
す
。
プ
ラ
ン
タ
ー
の
お
世
話
ご
苦
労
様
で
す
。
熱
中
症
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

わおゞ可・揉訪シリーズ29牛坂から旭町へ、改名の謎に迫る②
「崎浦村大字牛坂」は、昭和11年 4月の金沢市編入時に「旭町」と改名しました。「旭」の由来の一つ|よ、牛坂の

中腹に「加賀騒動」の被害者、6代落主吉徳の三男利和 (勢之佐)が幽閉されたとしヽわイlる土牢跡があり、霊を鎮める

為に観音像が安置されました。またこの傍らから清水が湧き、朝日を望む「旭の観音」「旭の清水」と称されました。

これが由来の定説として宍[られています。

実はもう1つ、亡き祖父の懐古話に、『B召和 9、 10年頃、18、 9歳当時、牛坂集落の新町名会議に出席した際、いく

つか候補が出たがピンとこなかった為、中で決まらなかつた。最後の最後に「田んぼの水面に朝日が反射しキラキラと

輝く風景、力強く昇る「旭町」とするの|よどうか。」と提案したところ満場の賛同を得ることが出来た。』と、教えて

くれました。

その頃の牛坂の住民は、牛坂神社の北側にあつた「上牛坂集落」ん`ら、現在の旭町二丁目交差点付近から用水沿い

の「下牛坂集落」に、全戸移転していました。

小立野台地崖下の住居
'〕

ら`一歩踏み出すと、目下に牛坂の田園、浅野川の先に、

若松・鈴見・田上の村落の営み、さらに医王・戸室の霊山と、藩政時代には歌に詠

まれ、絵にもなった風景が広がつていたのです。春には「田匂の水面に移りゆく

旭」。秋に|よ 「稔を黄金に照らす旭」。四季を通して観てしヽた牛坂村の原風景が、

「旭町」の由来だつたのです。先人達が後世に伝えるメッセージとして、ずっと大

切にして行きたいものです。 郷土歴史研究家 安イ寸  浩 加賀騒動で知られた勢之佐土牢跡(旭阿)

社の里小学校 5年生

9月 12日 、奥りP辰山健民公園管理センターの曽様のご指導のもと、5年生の稲刈り

体験を行いました。例年、奥りP辰山健民公園内の日んばで稲作体験を行つていました

が、クマ出没の恐れ等から、今年度は、バケツ稲での稲作体験となりました。

それでも、春に植えた苗が大きくなり、稲穂となって実ったことに、子どもたちは

感動していました。そして、大切そうに稲に鎌を入れて刈り取っていました。管理セン

ターの曽様には、稲の管理等大変お世話になりました。ありがとうございました。

後日、家庭科の調理実習で、自分たちでお米を炊いて食べる予定です。

ド

稲刈り体験― 一
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ヒント*収穫時の稲穂の色など赤みをおびた黄色のこと

応募方法
◎郵便はがきに解答と住所、氏名、感想等を記入し、
11月 30日 までに、次の所へお送りください。
〒920-H65金 沢市者松阿3-28¬
NPO金沢社の里情報公開委員会係

> 郷土こばれ話 く
もりの里蓮華寺地蔵尊

いつの頃か定かでないが、昔々、若松町の一帯に

大きな地すべりがあったそうな。その折り、一体の

地蔵が上の中にうまってしもうたんやと。

ところがある時、若松蓮幸寺の住職の夢枕に地蔵

さんが現われ、「わしは長い間、上の中にうずまり苦

しくかなわん、掘り出してくれ。」といわれたんやと。

そこで床下を掘り返してみたら、一体の地蔵さんが

出てきたのて
S、

さっそく寺の中におまつりして大切

におがんでおつたんやと。

それがその後しばらくして住職の夢の中に又、地蔵

さんが現われ、「地蔵というもんな、道の端に立って

いて、そこを通る人が災難に合わんように、仏の道

を踏みはずさんように、守るのが役目じゃ、どうか

わしを外にだしてくれ。」といわれたんやと。

それでお寺の前の、名
ヒの通る道に安置したのが

今、蓮幸寺の前の地蔵さんだそうです。その上、

地蔵さんの功徳を、一人でも多くの人々に与えられ

たらよいのでは、との住職のお考えから、分身を

つくり、上若松町と角間町、陽風園とにそれぞれ

安置し、 日々、通 りすがる
多くの人逹を優 しく見守っ

ているそうて
゛
す。

現在、もりの里 2丁 目に

移築されています。

資料・わが、こ、るさと今・むかし

―口上校下の歴史―

―

'テ
のカギ

① 入れ替わる事

②屋号などを染めて店頭にたら

してあるもの

③ 学校教科の呵つ

④ もとに返す

⑤物事の終わり

③世の中のありさま

⑩ 売買される時の金額

⑫畳を敷いた客間

⑭ 秋の終わりから冬の初めころ

に吹く北風

⑩ 仏教の開祖

⑬ 里予球で打者が塁に出る方法

(ヒ ット)

◎ 郵便を利用する84円の紙片
④ OO鉛筆
④ 木を薄く平たく切つたもの

ヨコのカギ ′
① ナマコの内臓の塩辛

④ 利益のこと

⑥ アジア大陸南部の半島

⑦ 心をこめてものごとをすること

⑨ 映画

① すぐにその場でする

○ 魚の名前で、英名はニードル

フイッシユ

① O乙丙
⑮ 個人的な手紙

⑦ 栗の果実を包んでいるとげの皮

⑬ 人が住んでいない家

⑩ 直線や線のこと

② 線や色で物の形を平面に描い

たもの

② 陰で人を助けたりすること

⑮ 高い所から流れ落ちる水

◎48号の正解者の中から抽選
で当選者 15名様に粗品を12
月上旬に発送します。

◎48号の解答は、令和 7年4月
発行の49号に掲載します。

◎4フ号の解答は「 トチノキコウ

エン」でした。

４７
号
の
答
え

碁

口
島

ストップ特殊辞欺″

架空、または価値の乏しい未公開株や高価な

物品について嘘の情報を提供し、購入すれば

儲かると信じさせて、その購入代金として金

銭等をだまし取る (脅し取る)手□です。

相手がコレを言つたら詐欺
A社の株は将来必ず価値が上がり儲かり
ま硯 案内が屈いた人だけ (あなただけ)
が購入できます。

「あなただけJ「必ず儲かるJといつたうまい

話はない。

これで、だまされない !

○聞き寛えのない会社からの未公開株や

社債などの投資話は「許欺Jを疑う。
○投資等は正規の証券会社や金融機関で

取弓Iをしましょう。

今年 1月 の能登半島地震、 9月 の奥能登豪雨からの
早期復旧・復興を祈つています。

当法人は今年度 18年目を迎えました。地域の皆様、
会員の皆様のご支援、ご協力に感謝申し上げます。

今年度も、緑と花のある住みよいまちづくりの進進に

努めています。           (編 集後言E)
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